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題
跋

よ
り
み
た
る
宋
代
禅

は

じ

め

に

宋
代

禅
は
非
常
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
解
明
に

は
様

々
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
な
か
で
も
教
団
が
社
会
的
に

大
き
く
発
展
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
れ
ぽ
、
士
大
夫
階
級
を
中
心
と
し
た

在
家
と

の
交
流

の
考
察
は
重
要
な
意
義
が
あ
ろ
う
。
従
来

こ
の
点
に
つ

い
て
は
基
本
的
に
は
各
種
灯
史
類
を
も
と
に
し
た
嗣
法
居
士
に
つ
い
て

検
討
が

加
え
ら
れ
、
彼
ら
と
の
交
流
が
教
団
発
展
と
密
接

に
つ
な
が

っ

て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た

一
方
で
嗣
法
居
士
を
媒
介
と
し
て
禅
が

諸
文
化

に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

翻

っ
て
小
論
で
扱
う
題
跋
と
は
典
籍
や
書
画
等

の
前
や
後

に
書
か
れ

る
識
語

の
総
称
で
あ
る
が
、
北
宋
欧
陽
修
が

『集
古
録
跋
尾
』
を
な
し

て
か
ら
盛
ん
に
な
り
、
個
人
の
文
集
に
お
い
て
も
重
要
な

一
部
分
を
占

め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
般
に
そ
の
文
章
は
簡
潔
な
こ
と
が
多
い
が
、

内
容
的

に
は
原
本
に
対
す
る
感
想

の

み
な
ら

ず
成
立
由
来
、
入
手
経

路
、
史
実
考
証
等
多
岐
に
渉
る
。
こ
れ
ま
で
は
主
に
文
学
や
芸
術
の
分

長

谷

川

昌

弘

野
か
ら
注
目
さ
れ
、
禅
と
の
関
わ
り
と
し
て
は
口
語
体
の
使
用
が
禅
語

録
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
や
、
題
跋
に
み
ら
れ
る
書
画
論
に
禅
語
の
使

用
と
と
も
に
禅
思
想
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
仔
細
に
検
討
を
加
え
る
と
、
題
跋
に
は
通
常
の
灯
史

類
に
は
み
ら
れ
な
い
様
々
な
禅
家
と
士
大
夫
層
と
の
交
渉
や
禅
文
化
に

関
わ
る
も
の
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
宋

代
の
著
名
題
跋
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
禅
家
と
士
大
夫
層

と
の
交
渉
或
い
は
禅
文
化
に
関
す
る
研
究
を
補
完
し
た
い
と
思
う
。

一
 
士

大
夫

の
参

禅

宋
代
に
お
け
る
禅
家
と
士
大
夫
層
と
の
交
渉
を
最
も
端
的
に
示
し
て

い
る
の
は
、
士
大
夫
の
参
禅
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
そ
こ
に
は
宋
代
社
会

に
お
け
る
士
大
夫
層
の
抬
頭
と
、
そ
れ
に
伴
う
彼
ら
の
精
神
的
重
圧

へ

の
対
策
と
し
て
の
参
禅
が
あ

っ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
即
ち
ま
さ
に
精

神
面
で
の
交
流
が
第

一
義
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
結
果
的
に
精
神

の
解
放
を
伴
う
近
代
芸
術
論
の
展
開
に
も

つ
な
が

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
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る
。
我

々
は
そ
の
典
型
と
し
て
嗣
法
居
士
を
認
め
る

こ
と
が

で
き

る

が
、
題
跋
か
ら
は
そ
れ
以
外

の
人
的
交
流
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

す
れ
ば

小
論
で
検
討
を
加
え
た
題
跋
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

①

『
六

一
題
跋
』
十

一
巻

欧
陽
修

(
一
〇
〇
七
―
一
〇
七
二
)

②

『元
豊
題
跋
』

一
巻

曽
鞏

(
一
〇

一
九
―

一
〇
八
三
)

③

『魏
公
題
跋
』

一
巻

蘇
頌

(
一
〇
二
〇
―
一
一
〇

一
)

④

『東
坂
題
跋
』
六
巻

蘇
軾

(
一
〇
三
六
―
一
一
〇

一
)

⑤

『
山
谷
題
跋
』
九
巻

黄
庭
堅

(
一
〇
四
五
―
一
一
〇
五
)

⑥

『
准
海
題
跋
』

一
巻

秦
観

(
一
〇
四
九
―
一
一
○
○
)

⑦

『海
岳
題
跋
』

一
巻

米
芹

(
一
〇
五
一
―
一
一
〇
七
)

⑧

『
宛
丘
題
跋
』

一
巻

張
耒

(
一
〇
五
二
―
一
一
一
二
)

⑨

『元
省
題
跋
』

一
巻
晁

補
之

(
一
〇
五
三
―
一
一
一
〇
)

⑩

『石
門
題
跋
』
二
巻
釋

恵
洪

(
一
〇
七
一
―
一
一
二
八
)

⑪

『容
齋
題
跋
』
二
巻

洪
邁

(
一
〇
九
六
―
一
一
七
五
)

⑫

『姑
渓
題
跋
』
二
巻

李
之
儀

(北
宋
)

⑬

『
放
翁
題
跋
』
六
巻

、

陸
游

(
二

二
五
―
一
二

一
〇
)

⑭

『
益
公
題
跋
』
十
二
巻

周
必
大

(
二

二
六
―

一
二
〇
四
)

⑮

『
晦
庵
題
跋
』
三
巻

朱
熹

(
一
一三
〇
―

一
二
〇
〇
)

⑯

『
止
齋
空
跋
』
二
巻

陳
傅
良

(
一
一三
七
―

一
二
〇
三
)

⑰

『
水
心
題
跋
』

一
巻

葉
適

(
一
一五
〇
―
一
二
二
三
)

⑱

『
西
山
題
跋
』
三
巻

真
徳
秀

(
一
一
七
八
―

一
二
三
五
)

⑲

『
鶴
山
題
跋
』
七
巻

魏
了
翁

(
一
一
二
三七
八
―

一
七
)

題
跋
よ
り
み
た
る
宋
代
禅

(長
谷
川
)

⑳

『後
村
題
跋
』
四
巻

劉
克
荘

(
一
一
八
七
―

一
二
六
九
)

(
2
1
)

『遺
山
題
跋
』

一
巻

元
好
間

(
二

九
〇
―

一
二
五
七
)

(
2
2
)

『文
山
題
跋
』

一
巻

文
天
祥

(
一
二
三
六
―

一
二
八
二
)

こ
の
内
宋
代
禅
と
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
題
跋

の
篇
数
は
②
が
三
篇
、
③

が
二
篇
v
④
が
八

一
篇
、
⑤
が
五
八
篇
、
⑨
が

一
篇
、
⑩
が
七
四
篇
、

⑪
が

一
篇
、
⑫
が
九
篇
、
⑬
が

一
六
篇
、
⑭
が
二
六
篇
、
⑮
が
六
篇
、

⑯
が
三
篇
、
⑰
が
二
篇
、
⑱
が
七
篇
、
⑲
が
三
篇
、
⑳
が
五
篇
、
⑳
が

二
篇
、
⑳
が

一
篇
認
め
ら
れ
る
。
(
1
)

就
中
⑩
は
臨
済
宗
黄
竜
派
覚
範
慧
洪

の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
④
と
⑤
は
蘇
軾
、
黄
庭
堅
と
い
っ
た
宋
代
の
代

表
的
居

士

の
も

の
で
あ
り
、
他
と
は

一
線

を
画

つ
て
い
る
。
た
だ
し

篇
数

の
多
少
に
拘
ら
ず
右

の
題
跋
の
筆
者

の
多
く
は
既
に
嗣
法
居
士
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
と
禅
と
の
関
係

は
題
跋
の
み
な
ら
ず
各
文

集
、の
検
討
を
要
す
る
も

の
で
あ
る
。
(
2
)

と
こ
ろ
で
嗣
法
居
士
と
い
え
ば
例
え
ば
黄
庭
堅
は

一
般
に
黄
竜
派
晦

堂
祖
心

(
一
〇
二
五
―

二

〇
〇
)
の
法
嗣
と
し
て
有
名
で
あ

る
が
、
そ

の
題
跋
か
ら
は
曹
洞
宗
と
の
関
連
が
浮
上
す

る
の
で
あ
る
。
即
ち

「書

洞
山
价
禅
師
新
豊
吟
後
」
に
お
い
て
、

余
旧
不
喜
曹
洞
言
句
。
常
懐
涇
渭
不
同
流
之
意
。
今
日
偶
味
此
文
。
皆
吾
家

日
用
事
。
乃
知
此
老
人
作
百
柄
被
歳
久
。
天
寒
方
知
用
処
。
浮
山
注
解
雖
為

場
大
陽
十
載
之
恩
。
又
似
孤
負
新
豊
老
人
耳
。

と
述
べ
、
洞
山
良
价
を
高
く
評
価
し
、

一
方
で

「書
次
韻
周
元
翁
游
青

原
山
寺
後
」
に
お
い
て
、

一
二
九
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題
跋
よ
り
み
た
る
宋
代
禅

(長
谷
川
)

余
曩
時
上
七
祖
山
、
極
愛
其
山
川
。
故
為
予
友
元
翁
作
此
詩
。

と
述
べ
、
青
原
山
を
わ
ざ
わ
ざ
七
祖
山
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
臨

済
宗
黄
竜
派
の
隆
盛
が
蘇
軾
や
黄
庭
堅
と
い
っ
た
有
力
文
人
と
の
関
連

に
重
大

要
因
が
あ

っ
た
と

一
般
に
は
い
わ
れ
る
だ
け
に
、
こ
の
黄
庭
竪

の
禅
理
解

に
は
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

同
じ

よ
う
に
陸
游
は
臨
済
宗
松
源
崇
嶽

(
一一
三
二
一

一
二
〇
二
)
の

法
嗣
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
題
跋
か
ら
は

「跋
仏
智
與
升
老
書
」

の
如
く
圜
悟
の
法
嗣
で
あ
る
仏
智
端
裕

(
一
〇
八
五
―
一
一
五
〇
)
が
延

福
慧
升

に
与
え
た
書
に
関
す
る
も

の
や
、
「跋
南
堂
語
」
の
如
く
南
堂

元
静

(
一
〇
六
五
―
一
一
三
五
)
に
関
す
る
も
の
な
ど
楊
岐
派

の
僧
が
浮

上
す
る

の
み
な
ら
ず
、
「
跋
杲
禅
師
蒙
泉
銘
」
の
よ
う
に
大
慧
宗
杲

(
一

〇
八
九
―
一
一
六
三
)
に
関
す
る
も
の
、
そ
し
て

「跋
卍
庵
語
」
の
よ
う

に
大
慧
派
卍
庵
道
顔

(
一
〇
九
四
―
一
一
六
四
)
に
関
す
る
も

の
と
松
源

派
と
は
む
し
ろ
相
対
す
る
大
慧
派

へ
の
跋
が
収
め
ら
れ
、
松
源
派
に
関

す
る
も

の
は

一
つ
も
見
当
ら
な
い
。
即
ち
灯
史
か
ら
み
た
松
源
の
嗣
法

居
士
と
し
て
の
陸
游
に
つ
い
て
は
、
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
(
3
)

こ
の
他
に
も

『益
公
題
跋
』
に
は

「
題
東
坂
與
仏
印
元
師
二
帖
」
が

収
め
ら
れ
、

圜
極
老
僧
彦
岑
年
八
十
坐
忘
干
湖
州
道
報
山
。
留
手
書
井
以
坂
字
寄
予
為

訣
。
時
淳
煕
乙
巳
臘
月
二
十
七
日
也
。

と
あ
る
如
く
、
周
必
大
と
臨
済
宗
仏
眼
派
隠
静
彦
岑
が
非
常
に
密
接
な

関
係
に
あ

っ
た
の
み
な

ら
ず
、
彦
岑
が
淳
煕
十
二
年

(
一
一八
五
)
に

二
三
〇

八
十
歳
で
没
し
た
こ
と
即

ち
生
年
は
崇
寧
五
年

(
一
一
〇
六
)
で
あ
る

と
も
知
ら
れ
、
灯
史
の
欠
を
補

っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た

『後
村

題
跋
』

の

「跋
放
翁
與
曽
原
伯
帖
」
に
お
け
る
、

初
茶
山
深
於
禅
学
、
厚
勤
杲
二
公
。

な
る
記
事
の
如
く
茶
山
即
ち
曽
幾

(
一
〇
八
四
―

一
一
六
六
)
が
禅
を
学

び
、
圜
悟
、
大
慧
に
参
禅
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
題
跋
に
は
士
大
夫
の
参
禅
を
裏
付
け
る
記
事
が
他
に
も

多

々
収
め
ら
れ
て
お
り
、
宋
代
に
お
け
る
士
大
夫

の
参
禅
が
嗣
法
居
士

の
範
囲

の
み
で
な
く
非
常
に
広
範
で
あ

っ
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

二

写

経

各
題
跋
を
通
覧
す
る
と
、
士
大
夫
が
禅
家
と
交
流
す
る
き
っ
か
け
に

写
経
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
写
経

に
関
す
る
題
跋
は

『魏

公
題
跋
』
に

一
篇
、
『
東
坂
題
跋
』
に
十

九

篇
、
『山
谷

題

跋
』
に
六

篇
、
『姑
渓
題
跋
』
に
四
篇
、
『放
翁
題
跋
』
に
二
篇
、
『益
公
題
跋
』
に

五
篇
、
『止
齋
題
跋
』
に

一
篇
、
『
西
山
題
跋
』

に
二
篇
、
『鶴
山
題
跋
』

に
二
篇
見
受
け
ら
れ
る
。

こ

の
内

『華
厳
経

』、

『楞
厳
経
』
、
『
金
剛

経
』
、
『
仏
遺
教
経
』
に
関
す
る
も

の
が
二
十
三
篇
を
占
め
て
い
る
。
た

だ
し

『
仏
遺
教
経
』
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
楊
億

(九
七
四
―

一
〇
二
〇
)

の
写
経
に
関
す
る
跋
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的

に
は

『華
厳
経
』、
『
楞
厳

経
』
、
『
金
剛
経
』
に
関
す
る
も

の
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

経
典
は
い
ず
れ
も
宋
代
禅
門
で
重
用
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
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の
点

に
お
い
て
題
跋
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
そ
の
ま
ま
宋
代
禅
の
特
徴
と

一
致
し

て
い
る
。

で
は
士
大
夫
は
何
故
に
写
経
を
行

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関

し
て
は

『東
坂
題
跋
』

の

「
跋
本
康
年
篆
心
経
後
」
に
代
表
的
事
例
が

示
さ
れ
て
い
る
。

江
夏
李
君
康
年
好
古
博
学
、
而
小
篆
尤
精
。
以
私
忌
日
筆
般
若
心
経
、
為
其

親
追
福
、
而
求
余
為
跋
尾
。

右
は
李
康
年
の

「
篆
書
般
若
心
経
」

へ
の
跋
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
親

の
追
善
供
養
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の

「象
書
般
若
心
経
」
に
関

し

て
は
、
『
山
谷
題
跋
』

に
も

「
跋
楽
道
心
経
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

李
楽
道
為
親
而
書
、
馬
潤
之
為
親
而
伝
刻
'
皆
美
意
也
。

こ
こ
に
お
い
て
李
楽
道
即
ち
李
康
年
の
写
経
も
馬
潤
之
の
石
刻
も
と
も

に
親
の
追
善
供
養
と
し
て
り

っ
ぽ
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
近
親
者

へ
の
追
善
で
あ
る
写
経
は
造
像
と
も
同
義
に
な
っ
て
く

る
の

で
あ
る
。
『魏
公
題
跋
』
の

「題
胡
考
甫
書
華
厳
経
」
に
は
、
次

の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

予
煕
寧
中
赴
東
陽
守
道
桐
江
。
失
舟
弟
息
及
甥
三
人
不
救
追
悼
。
不
已
因
作

眦
盧
文
殊
普
賢
三
像
、
以
薦
天
横
通
経
義
者
、
以
為
正
合
教
意
。
今
考
父
大

夫
服
太
夫
人
之
喪
三
年
、
斎
黎
書
比
経
。
全
部
八
十
巻
字
皆
端
楷
。
功
巳
圓

成
仰
場
劬
労
陰
助
冥
福
其
勤
至
 
。

即
ち
蘇
頌
自
身
が
近
親
者

へ
の
追
善

の
た
め
に
造
像
し
た
こ
と
と
胡
及

題
跋
よ
り
み
た
る
宋
代
禅

(長
谷
川
)

が
夫
人
の
た
め
に

『華
厳
経
』
を
写
経
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
近
親
者

へ
の
追
善
と
し
て
写
経
が
多
く
行
わ
れ
た
が
、

こ
れ
が
発
展
し
て
印
施
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば

『姑
渓
題

跋
』
の

「跋
東
披
書
多
心
経
」

に
、

蘇
少
公
嘗
為
其
先
公
書
是
経
施
人
。
以
薦
冥
福
長
公
。
則
因
張
安
道
述
夢
中

事
、
作
楞
伽
経
巳
鎮
版
 
。
今
在
金
山
、
其
他
皆
未
嘗
見
也
。
(
4
)

と
あ
り
、
蘇
軾
が

『般
若
心
経
』
を
印
施
し
た
こ
と
が

記
さ

れ

て

い

る
。
ま
た

『益
公
題
跋
』
に
も

「跋
蘇
黄
門
在
笏
州
旅
楞
厳
標
指
」
が

収
め
ら
れ
、

蘇
文
定
公
以
元
豊
二
年
已
未
乞
納
官
、
贖
兄
文
忠
公
罪
、
旋
自
南
京
簽
判
謫

監
箔
州
塩
酒
税
。
明
年
至
官
又
明
年
四
月
僧
惟
盛
刻
楞
厳
標
指
要
義
十
巻

成
。
公
時
年
四
十
三
史
夫
人
四
十

一
。
其
九
月
印
施
十
本
贈
機
長
老
。

と
あ
る
如
く
、
蘇
轍
が
雲
門
宗
笏
州
蘊
機

に
印
施
し
た
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
他

『西
山
題
跋
』

に
も

「跋
楊
和
父
印
施
普
門
品
」
が

収
め
ら
れ
、
印
施
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
士
大

夫
層
の
写
経
は
近
親
者

へ
の
追
善
と
い
う

い
わ
ば
自
利
の
も
の
か
ら
印

施
と
い
う
利
他
行
に
発
展
を
遂
げ

た

の

で
あ
る
。
そ
れ
は
禅
家
側
か

ら
す
れ
ば
個
の
精
神
的
交
流
か
ら
、
檀
越
と
し
て
の
教
団
護
持
と
い
う

社
会
的
交
流

へ
の
変
化
を
表
わ
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

三

詩

僧

参
禅
、
写
経
と
い
っ
た
形
で
士
大
夫
層
と

の
精
神
的
結
合
を
も

っ
た

二
三
一
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題
跋
よ
り
み
た
る
宋
代
禅

(長
谷
川
)

宋
代
禅

で
は
あ

っ
た
が
、
題
跋
を
通
覧
す
る
と
そ
れ
と
は
次
元
が
異
な

り
詩
文
を
媒
介
と
し
た
交
流
が
最
も
顕
著
に
な

っ
て
く
る
。
そ
も
そ
も

題
跋
に
は
そ
れ
を
付
す
る
原
本
が
存
す
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
原
本
が
禅

に
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
題
跋
の
存
在
自
体
が
既

に
宋
代
禅
文
化
の
表

象
と
し

て
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
題
跋
か
ら
は
宋
代
禅
者

の

詩
作
活
動
を
か
な
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に

『東
坡
題

跋
』
で
は
参
寥
子
に
関
す
る
も
の
が
十
篇
、
曇
秀
に
関
す
る
も
の
が
六

篇
、
弁

才
に
関
す
る
も

の
が
四
篇
み
ら
れ
る
。
参
寥
子
と
は
参
寥
子
道

潜

(?
―

二

〇
六
)
の
こ
と
で
雲
門
宗
大
覚
懐
璉

の
法
嗣
で
あ
る
。
ま

た
曇
秀

と
は
黄
竜
慧
南

の
法
嗣
廉
泉
曇
秀

の

こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て

弁
才
と

は
無
象
元
浄

(
一
〇
一
一
―
一
〇
九
一
)
を
さ

す
が
、
彼
は
禅
僧

で
は
な
く
天
台
僧
で
あ
る
。
題
跋
に
収
め
ら
れ
た

「跋
太
虚
弁
才
盧
山

題
名
」
か
ら
は
蘇
軾
に
僧
侶
と
の
交
游
が
具
体
的
に
し
ら
れ
る
。

某
与
大
覚
禅
師
別
十
九
年
 
。
禅
師
脱
履
当
世
雲
棲
海
上
。
謂
不
復
見
記
乃

爾
拳
拳
耶
。
撫
巻
太
息
欲
一
見
之
恐
不
可
復
得
。
会
与
参
寥
師
自
盧
山
之
陽

竝
出
而
東
。
所
至
皆
禅
師
旧
迹
。
…
中
略
…

太
虚
今
年
三
十
六
参
寥
四
十

二
某
四
十
九
弁
才
七
十
四
禅
師
七
十
六
 
。
此
吾
五
人
者
当
復
相
従
乎
。
生

者
可
以

一
笑
。
死
者
可
以

一
歎
也
。
元
豊
七
年
五
月
十
九
日
。

右
に
よ
れ
ば
、
蘇
軾
と
秦
観
、
参
寥
子
、
弁
才
そ
し

て
大
覚
懐
璉

(
一

〇
〇
九
―

一
〇
九
〇
)
の
五
人
は
詩
文
を
通
じ
て
非
常
に
親
し
く
交
游
し

て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た

一、方
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
蘇
軾
と
懐
璉

の
交
游
、
元
豊
七
年
に
四
十
二
歳
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら

二
三
二

道
潜

の
生
年
が
慶
暦
三
年

(
一
〇
四
三
)
で
あ

る
こ
と
も
明
ら

か

に
な

り
興
味
深
い
。

こ
の
よ
う
に
僧
侶
の
詩
文
は
士
大
夫
層
と

の
交
游

を

活
発

に
し
た

が
、
そ
の
根
底
に
は
学
詩
は
学
禅
と
い
う
考

え

方
が

あ

っ
た
の
で
あ

る
。
『益
公
題
跋
』
の

「跋
楊
廷
秀
石
人
峯
長
篇
」
に
は
、

韓
子
蒼
贈
趙
伯
魚
詩
云
、
学
詩
当
如
初
学
禅
。
未
悟
且
遍
参
諸
方
、
一
朝
悟

罷
正
法
眼
、
信
手
拈
手
皆
成
章
。

な
る
記
述
が
あ
り
、
韓
駒

(?
―
一
一
三
五
)

の
言
と
し
て
学
詩
は
学
禅

の
如
し
な
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『後
村
題
跋
』
の

「題

何
秀
才
詩
禅
方
丈
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

詩
家
以
少
陵
為
祖
。
其
説
日
語
不
驚
人
死
不
休
。
禅
家
以
達
磨
為
祖
。
其
説

日
不
立
文
字
。
詩
之
不
可
為
禅
、
猶
禅
之
不
可
為
詩
也
。
何
君
合
二
為

一
。

余
所
不
暁
夫
至
言
妙
義
固
不
在
於
言
語
文
字
。
然
舎
真
実
而
求
虚
幻
、
厭
切

近
而
慕
濶
遠
久
而
忘
。
返
愚
恐
君
之
禅
進
而
詩
退
 
。
何
君
典
試
思
之
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
題
跋
の
筆
者
で
あ
る
劉
克
荘
自
身
は
詩
と
禅
は
別
物
で

あ
る
と
断
じ
て
い
る
が
、
(
5
)

少
く
と
も
何
秀
才

は
詩
禅

一
如
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
陸
游

は
次

の
如

く

宋
代
詩
界
の
特
殊
性
を

述
べ
て
い
る
。
即

ち

『
放
翁
題
跋
』

の

「
跋
雲
丘
詩
集
後
」
に
お

い

て
、宋
興
詩
僧
、
不
愧
唐
人
。
然
皆
因
諸
巨
公
以
名
天
下
。
林
和
靖
之
於
天
台
長

吉
、
宋
文
安
之
於
凌
雲
惟
則
、
欧
陽
文
忠
公
之
於
孤
山
恵
勤
、
石
曼
卿
之
於

東
都
秘
演
、
蘇
翰
林
之
於
西
湖
道
潜
、
徐
師
川
在
於
盧
山
祖
可
。
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と
述
べ
詩
僧

の
誕
生
を
認

め
て

い
る
。
即
ち
林
通

(九
五
七
―
一
〇
二

八
)
と
天
台
長

吉
、
宋
白

(九
三
三
―
一
〇
〇
九
)
と
凌
雲
惟
則
、
欧
陽

(
6
)

修
と
孤
山
恵
勤
、
石
延
年

(九
九
四
―
一
〇
四

一
)
と
東
都
秘
演
、
蘇
軾

と
参
寥
子
道
潜
、
徐
俯

(
一
〇
七
五
―

一
一
四

一
)
と
正
平
祖
可
が
そ
れ

ぞ
れ
密
接
な
関
係
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
(
こ
れ
ら
の
僧
侶

が
い
わ
ば
詩
僧
と
し
て
著
名
で
あ

っ
た
こ
と

を

示

し

て
い
る
。

以
上

の
検
討
か
ら
す
る
と
宋
代
に
お
け
る
禅
家
と
士
大
夫
層
と
の
詩

文
を
媒
介
と
し
た
交
流
は
、
士
大
夫
側
の
詩
禅

一
如
を
基
盤
と
し
た
学

禅

の

一
般
化
と
と
も
に
そ
れ
を
受
容
し
た
禅

の
社
会
化
が
も
と
と
な

っ

て
増
大
し
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
禅
家
側
で
は
単
な
る
社
会
化
に

と
ど
ま
ら
ず
、

い
わ
ば
本
分
を
離
れ
た
詩
僧

の
誕
生
を
み
る
こ
と
に
な

り
、
結
果
的
に
文
字
禅
の
風
潮
を
高
め
た
の
で
あ
る
。

四

芸
術

僧

中
国

に
お
い
て
は
古
来
よ
り
詩
、
書
、
画
は
同
源
の
芸
術
と
し
て
発

展
し
た
。
そ
し
て
宋
代
は
こ
の
傾
向
を
強
め
た
時
代
で
も
あ

っ
た
。
さ

す
れ
ば
禅
家
と
士
大
夫
層
と

の
詩
文
を
媒
介
と
し
た
交
流
は
、
そ
の
ま

ま
芸
術

サ
ロ
ン
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
禅
家
と
士
大
夫
と

の
交
流

に
は
自
然
と
書
画
も
介
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
詩
文

の

場
合
と
同
様

に
学
禅
が
そ
の
ま
ま
学
書
や
学
画
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
、

書
禅

一
如
或
い
は
画
禅

一
如
、
ひ
い
て
は
詩
書
画
禅

一
如
の
風
潮
を
生

み
出
し
た
の
で
あ
る
。
既
に
蘇
軾
や
黄
庭
竪
の
書
画
論
に
禅
思
想
の
影

題
跋
よ
り
み
た
る
宋
代
禅

(長
谷
川
)

響
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
先
賢
の
種
々
の
論
考

に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
例
え
ば

『山
谷
題
跋
』
の

「
題
趙
公
佑
画
」

に
お
け
る
、

余
初
未
嘗
識
画
。
然
参
禅
而
知
無
功
之
功
。
学
道
而
知
至
道
不
煩
。

な
る
言
や
、
「題
絳
本
法
帖
」
の
、

余
嘗
評
書
、
字
中
有
筆
如
禅
家
句
中
有
眼
。

な
る
言
は
そ
の
顕
著
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
禅
は
書
画
論

に
も
影
響
を
与
え
た
が
、

一
方
で
詩
文
の
場
合
と
同
様

に
自
ら
も
書
画

を
よ
く
す
る
能
書
能
画

の
僧
が
出
現
す
る
と
と
も
に
、
遂

に
は
書
画
僧

も
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
各
題
跋
を
通
覧
す
る
に
僧
侶
と
書
画
に
関
す
る
も

の
は
多

々
見
受
け
ら
れ
る
が
、
最
も
多
出
す
る
の

は
黄
竜
派
霊
源
惟
清

(?
―

一
一
一
七
)
に
関
す
る
も
の
で

『
山
谷
題
跋
』

に
二
篇
、
『石
門
題
跋
』

に
八
篇
み
ら
れ
る
。
そ
の
書
に
つ
い
て
は

『
石
門
題
跋
』
の

「
題
昭
黙

遺
墨
」
に
、

昭
黙
老
人
道
大
徳
博
為
叢
林
所
宗
仰
。
雖
其
片
言
隻
偶
翰
墨
游
戯
学
者
争
秘

之
。
非
以
其
書
詞
之
美
也
。
尊
其
道
師
之
徳
耳
。

と
あ
る
よ
う
に
、
学
者
が
争

っ
て
秘
蔵
し
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
し
か
し

慧
洪
も
い
う
よ
う
に
そ
れ
は
能
書
と
い
う
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の

人
を
慕

っ
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は

「題
昭

黙
自
筆
小
参
」
に
、

昭
黙
自
臥
疾
後
無
他
嗜
好
、
以
翰
墨
為
仏
事
。

と
あ
る
如
く
、
病
に
な

っ
て
か
ら
止
む
を
得
ず
翰
墨
で
も

っ
て
仏
法
を

一
三
三
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題
跋
よ
り
み
た
る
宋
代
禅

(長
谷
川
)

行
じ

た
こ
と
に
も
よ
る
。
し
か
し
な
が
ら
結
果
的
に
は
書
禅

一
如

の
風

潮
と
と
も
に
、
文
字
禅

へ
の
傾
向
に
加
担
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
も
い

え
よ
う
。
こ
の
他
に
多
出
す
る
僧
と
し
て
は
臨
済
宗
浮
山
法
遠
の
法
嗣

で
あ
る
浄
因
道
臻

(
一
〇

一
四
―

一
〇
九
三
)
が
あ
げ
ら
れ

る
。
彼
は
蘇

秦
や
黄
庭
竪
と
交
游
,し

た
が
、
『
山
谷
題
跋
』
に
は

「跋
浄
照
禅
師
真

賛
」
が
収
め
ら
れ
そ
の
中
で

「予
嘗
作
真
賛
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
真

賛
自
体
も
黄
庭
堅
が
作
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
(
7
)

し
か
し

一
方
で

「書

遺
道
臻
墨
竹
後
與
斌
老
」
な
る
題
跋
も
見
受
け
ら
れ
、
道
臻
が
能
画
で

あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

と

こ
ろ
が
題
跋
に
は
こ
れ
ら
の
僧
侶
と
は
次
元
が
異
な
り
、
全
く
の

書
画
僧

と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

最
た
る
も
の
が
華
光
仲
仁
で
あ
ろ
う
。
仲

仁

に
関

し

て
は

『
石
門
題

跋
』

に
十

一
篇
、
『
山
谷
題
跋
』

に
三
篇
の
題
跋
が
み
ら

れ

る
が
、
い

ず
れ
も
仲
仁
の
絵
画
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
僧
と
し
て
の
彼
を
云
々
す

る
も

の
で
は
な
い
。
ま
た

『石
門
題
跋
』
か
ら
は
秦
観
と
交
游
し
た
法

眼
宗

の
政
黄
牛
こ
と
浄
土
惟
政

(九
八
六
-

一
〇
四
九
)
が
書
僧
と
し
て

浮
上
す
る
。
即
ち

「
題
昭
黙
自
筆
小
参
」

に
お
け
る

「秦
少
游
絶
愛
政

黄
牛
書
」
な
る
言
や
、
「
題
昭
黙
遺
墨
」
に
お
け
る
、

秦
少
游
至
銭
塘
。
見
功
臣
山
政
禅
師
書
歎
。
以
為
非
積
学
所
至
其
純
美
之
韻

如
水
成
文
出
於
自
然
。

な
る
言
か
ら
明
白
な
よ
う
に
、
秦
観
は
あ
く
ま
で
そ
の
書
を
愛
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た

『
山
谷
題
跋
』
の

「跋
浴
室
院
画
六
祖
師
」
や

『
東
坡

二
二
四

題
跋
』
の

「書
魯
直
浴
室
題
名
後
」
に
み
ら
れ
る
僧
令
宗
も
画
僧
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も

『山
谷
題
跋
』
の

「
跋
李
伯
時
所
蔵

篆
戟
文
」
に
み
ら
れ

る
書
僧
夢
英
、
『石
門
題
跋
』
の

「
題
宗
上
人
僧

宝
伝
」
に
み
ら
れ
る
書
僧
宗
上
人
、
「
題
圓
上
人
僧
宝
伝
」
に

み
ら
れ

る
書
僧
圓
上
人
、
「
又
称
上
人
所
作
」

に
み
ら
れ

る
画
僧
称
上
人
等
宋

代
に
お
け
る
書
画
僧
の
多
く
を
題
跋
か
ら
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

何
と
な
れ
ば
宋
代
の
書
画
家
を
最
も
広
範
に
収
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る

清
の

『佩
文
斎
書
画
譜
』
に
は
巻
三
六
の
書
家
伝
に
六
六
人
の
僧
侶
が

収
め
ら
れ
、
巻
五
二
の
画
家
伝
に
は
六
九
人

の
僧
侶
が
収
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
半
数
以
上
の
僧
侶
は
僧
伝
等
に
そ
の
名
を
見
い
出
せ

な
い
ま
さ

に
芸
術
僧
な
の
で
あ

る
。
題
跋

に
は
こ
の

『佩
文
斎
書
画

譜
』
に
も
見
当
ら
な
い
書
画
僧
も
多
々
見
受
け
ら
れ
、
宋
代

に
は
我
々

の
想
像
以
上
に
芸
術
僧
が
汎
濫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
題
跋
か
ら
は
僧
侶
の
社
会
化
が
芸
術
僧
の
誕
生
に
留
ま

っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

『東
坡
題
跋
』

に
三
篇
み
ら
・れ
る
川
僧
清
悟

で
あ
る
が
、
彼
は

「書
清
悟
墨
」
に
、

川
僧
清
悟
遇
異
人
伝
墨
法
。
新
有
名
江
淮
間
。

と
あ
る
如
く
、
墨
匠
と
し
て
製
墨
に
名
を
馳

せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
清

悟
が
雲
門
宗
慧
林
宗
本
の
法
嗣
練
塘
清
悟
で
あ
る
か
ど
う
か
は
俄
に
は

弁
じ
難

い
が
、
僧
侶
が
墨
の
製
造

に
ま
で
進
出
し
た

の
は
確

か

で
あ

る
。
し
か
し
製
墨
は
あ
る
意
味
で
は
芸
術
僧

の

一
環
と
も
い
え
る
が
、

中
に
は
芸
術
僧
ど
こ
ろ
か
書
画
の
所
蔵
と
売
買
に
腐
心
す
る
僧
侶
も
増
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加
し
た
の
で
あ
る
。
既
に
蘇
軾
は

「書
沈
遼
智
静
大
師
影
堂
銘
」
で
、

隣
舎
有
睿
達
寺
僧
不
求
其
書
、
而
独
求
予
。
非
惟
不
敬
東
家
、
亦
有
不
敬
西

家
耶
。

と
述
べ
、
寺
僧
が
沈
遼

(
一
〇
三
二
―

一
〇
八
五
)
に
は
書
を
求
め
ず
蘇

軾
の
書
を
欲
し
が

っ
て
い
る
こ
と
を
皮
肉
る
が
、
こ
れ
は
北
宋
代
に
は

や
僧
侶
に
よ
る
書
画
収
集
が

一
般
化
し
つ
つ
あ

っ
た
証

左
と

も

い
え

る
。
(
8
)

い
や
そ
れ
ば
か
り
か

「題
陳
履
常
書
」
の
、

此
書
既
以
遺
荊
州
李
翹
翌
継
而
亡
其
本
。
後
従
翹
翌
借
来
謄
出
、
軾
為
役
夫

盗
去
、
売
与
竜
安
寺
千
部
院
僧
。

な
る
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
(
9
)

蘇
軾
の
書
は
盗
ま
れ
た
後
竜
安
寺
千
部
院
の

僧
に
売
ら
れ
て
お
り
、
書
画
収
集
に
金
銭
が
か
ら
ん
で
い
た
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も

『益
公
題
跋
』
の

「題
東
坡
遠
遊
庵
銘
」
に
、

右
呉
子
野
遠
遊
庵
銘
、
盧
陵
郷
僧
知
顕
頃
在
広
東
得
之
富
得
之
家
。
自
云
伝

援
皆
有
拠
宝
藏
数
十
年
。
淳
煕
丙
午
住
通
州
琅
山
、
大
病
垂
死
嘱
其
徒
。
従

予
易
銭
二
十
万
為
塔
費
。

な
る
記
述
も
み
ら
れ
、
周
必
大
が
僧
知
顕
か
ら
蘇
軾
の
書
を
銭
二
十
萬

で
入
手
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
宋
代
の
書
画
収
集
が
金
銭
に
よ
る
売
買

に
よ

っ
て
成
立
し
た
場
合
も
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し

か
ら
ば

『
西
山
題
跋
』

の

「
跋
宗
上
人
所
藏
楊
文
公
劉
宝
学
朱
文
公
真

蹟
」

に
お
い
て
真
徳
秀
が
、

宗
山
人
自
径
山
帰
閲
中
。
出
示
楊
文
公
劉
宝
学
朱
文
公
三
帖
、
嘉
津
津
満
眉

間
日
、
此
希
世
之
将
也
。
三
君
子
或
以
文
章
気
節
名
、
或
以
功
業
著
、
或
以

題
跋
よ
り
み
た
る
宋
代
禅

(長
谷
川
)

道
徳
称
。
遺
墨
蠹
楮
学
者
宝
之
宜
 
。
上
人
釈
氏
子
廼
亦
宝
此
何
哉
。

と
述
べ
、
宗
上
人
を
批
判
す
る
と
と
も
に
僧
侶

の
書
画
収
集
に
不
快
感

を
示
す

の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
詩
書
画
を
媒
介
と

し
た
禅
家
と
士
大
夫
層
と
の

交
流
は
、
精
神
的
な
も

の
か
ら
芸
術
サ
ロ
ソ
的
な
も
の

へ
と
発
展
し
芸

術
僧
を
生
み
出
し
た
が
、
宋
代
社
会
の
経
済
発
展
を
背
景
に
自
ら
が
芸

術
を
た
し
な
む
ば
か
り
で
な
く
収
集
や
売
買
と
い
っ
た
世
俗
的
な
方
向

へ
も
進
展
し
そ
の
範
囲
を
拡
大

し
た

の
で
あ

る
。
既
に

『東
京
夢
華

録
』
や

『
夢
渓
筆
談
』
等
か
ら
宋
代
の
僧
侶

の
経
済
活
動
は
我
々
の
想

像
以
上
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
(
1
0
)

題
跋
は
ま
さ
に
そ
の

一
面
を
も
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ

り

に

以
上
の
検
討
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
題
跋
よ
り
み
た
禅
家
と
士
大

夫
層
と
の
交
流
は
様
々
な
局
面
を
呈
示
し
て

い
る
。
そ
も
そ
も
は
士
大

夫
の
自
己
の
主
体
的
精
神

の
確
立
の
た
め

の
参
禅
、
そ
し
て
近
親
者

へ

の
追
善

の
た
め
の
写
経
等
、
そ
の
交
流
は
精

神
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
そ
の
場
合
の
僧
侶
は
指
導
者
の
立
場

に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
詩
文
や
書
画
を
媒
介
と
し
た
交
流
は
精
神
的
理
念
か
ら
次
第
に
実

地

へ
と
傾
倒
し
、
遂
に
は
芸
術
僧
の
誕
生
を
み
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ

こ
に
お
い
て
両
者
は
同
等
の
立
場
と
な
り
、
禅
家
の
精
神
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
大
幅
に
簿
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
社
会
全

二
三
五
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題
跋
よ
り
み
た
る
宋
代
禅

(長
谷
川
)

般

の
経
済
発
展
を
基
盤
と
し
た
収
集
や
売
買
と
い
っ
た
世
俗
的
交
流
に

よ
っ
て
そ
の
範
囲
が
拡
大
し
、
あ
る
意
味
で
は
僧
侶
の
社
会
化
が
進
ん

だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
明
ら
か
に
僧
侶
の
資
質

の
低

下
を
招
き
、
『山

谷
題
跋
』
の

『
題
絳
本
法
帖
』

に
お
け
る
、

政
如
今
日
士
大
夫
論
禅
師
、
某
優
某
劣
。

な
る
言

の
如
く
、
禅
家
は
士
大
夫
側
か
ら
評
定
さ
れ
る
立
場
に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

一
方
文
化
的
に
は
禅
は
思
想
や
芸
術
等
多
く
の
分
野
に
影
響
を
与
え

た
が
、
特
に
題
跋
か
ら
は
宋
代
の
精
神
の
解
放
を
伴

っ
た
近
代
的
芸
術

論
が
禅
と
の
交
渉
の
結
果
成
立
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
も
芸
術

僧

の
登
場
は
禅
芸
術
を
広
く

一
般
化
す
る

一
方
で
、
徐
々
に
そ
の
嵩
高

さ
と
独
自
性
を
薄
れ
さ
せ
、
遂
に
は
宋
代
文
化
と
し
て
同
化
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
宋
代
禅
は
、
士
大
夫
層
と
の
交
流
が
活
発
に
な

る
程
に
社
会
に
お
け
る
精
神
的
優
位
性
が
次
第
に
希
薄
に
な
り
、
そ
れ

に
伴

っ
て
文
化
的

に
も
独
自
性
を
喪
失
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
は
反
面
禅
の
社
会
化
を
意
味
し
、
教
団
の
消
長
は
こ
の
社
会
化

と
符
合

し
た
の
で
あ
る
。
宋
代
禅

の
燗
熟
、
退
廃
が
指
摘
さ
れ
て
久
し

い
が
、
題
跋
は
ま
さ
に
そ
の
推
移
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
以
上

小
論

に
お
け
る
題
跋
に
対
す
る
考
察
は
決
し
て
充
分
な
も

の
で
は
な
い

が
、
宋
代

に
お
け
る
禅
家
と
士
大
夫
の
交
流

の
特
色
と
変
遷
に
つ
い
て

そ
の

一
端
は
明
ら
か
に
し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
三
六

1

紙
数

の
都
合

で
篇
数

の
み
を
示
し
た
。

2

蘇
軾

は
東
林
常
総
、
黄
庭
堅
は
晦
堂
祖
心
、
秦
観
は
建
隆
紹
慶
、
陸
游

は
松
源
崇
嶽

の
法

嗣
で
あ
る
が
、
欧
陽
修
、
葉

適
、
真

徳
秀
等
他

の
筆
者

も

『
居

士
伝
』
等

に
記
載
さ
れ
、
禅

家
と
の
交
渉
が
深

か

っ
た
。

3

拙
稿

「
南
宋
禅
宗
史

に
お
け
る
虎
丘
派
」

(
『
仏
教

史
学
研
究
』
三
三
―

一
)

に
て
も
検
討

し
た
が
松
源

の
法
嗣
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
が
多

い
。

4

文
中

の
張
安
道
即
ち
張
方
平

(
一
〇
〇
七
―

一
〇

九

一
)

の
印
施

に
つ

い
て
は
、
『
東
坡
題
跋
』

の

「
書
楞

伽
経
後

」
に
詳
し

い
記
述
が
あ
る
。

5

何
秀

才

に
つ
い
て
は
遺
憾
な
が

ら
人
物

を
特

定
で
き

な

い
。

6

欧
陽
修
と
恵
勤

に
つ
い
て
は

『
益
公
題
跋
』
に
二
篇
、
『
東
坡
題
跋
』
に

一
篇
関
連
記
事
が

み
ら
れ
る
。

7

『
予
章

公
先
生
文
集
』
に
は
こ
の
真
賛

は
収

め
ら
れ
て

い
な

い
。

8

こ
の
他

に
も

「
上
人
蔵
法
帖
」

と

い
っ
た
題
跋
が
多

く

み
ら
れ
る
。

9

こ
れ
と
全
く
同
じ
内
容

の
も

の
が

『
山
谷
題
跋
』

に

「
跋
自
臨
東
坡
和

陶
淵

明
詩

」
と
し
て
収

め
ら
れ
る
が
、
詳

し
い
事
情

に

つ
い
て
は

『
中
国

書
論
体

系
』
第
四
巻

(
二
玄
社
)
三

四
三
～

四
頁

を
参

照
さ
れ
た

い
。

10

北
宋
代

に
は
相

国
寺

の
門
前
市
が
振

わ
い
書
画

の
売
買

も
あ

っ
た
。
ま

た
宋
代

士
大
夫

は
様

々
な
報
面

で
潤
筆
料
を
得

て
お
り
、
禅
家

と

の
交
渉

の
証
拠

と
さ
れ
る
塔
銘

の
執
筆
も
金
銭

に
よ
る
可
能
性
が
高

い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

題
跋
、

士
大
夫
、
芸
術
僧
、
宋
代
禅

(正
眼
短
期
大
学
助
教
授
)
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